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５
年
度
の
活
動
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告
お
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収
支
決
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、

令
和
６
年
度
の
活
動
計
画
や
収
支
予
算
な
ど
の
全

て
の
案
件
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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員
会
終
了
後
、
地
元
八
戸
市
出
身
の
神
田
潤

一
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議
院
議
員
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師
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お
招
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調
講
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行
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講
演
の
中
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産
性
や
付
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価
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の
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マ
ー
ト
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や
イ
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の
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と
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料
安
全

保
障
の
強
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図
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の
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こ
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ま
し
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席
者
か
ら「
就
農
を
支
援
し
て
く
れ
る
道
筋
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無
い
の
か
」と
い
う
質
問
に
対
し
、「
担
い
手
不
足
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な
問
題
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ー
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乗
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所
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営
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見
え
る
形
で
の
政
治
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願
い
し
た
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訴
え
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し
た
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合
繁
部
会
長
は「
令
和
５
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度
か
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が
25
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、
面
積
は
28
ヘ
ク
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ル
減
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し
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に
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の
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し
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善
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に
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以
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資
材
高

騰
、
作
物
の
価
格
低
迷
と
、
こ
れ
ま
で

に
な
く
追
い
込
ま
れ
た
状
況
で
す
が
、

今
こ
そ
協
同
の
力
を
思
い
起
こ
し
て
、

一
丸
と
な
っ
て
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
述
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。
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の
作
付
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積
と
作
柄
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の
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次
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か
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は
令
和
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野
菜
販
売
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お
け
る

今
後
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針
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対
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説
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さ
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の
コ
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価
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、
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へ
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、
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手
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り
の
向
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と
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販
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を
行
い
、
関
係
機
関
、
取
引
市
場
、
専
門
部
ご
と
の
各
役
員
、

担
当
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
八
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情
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会
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催
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Ａ
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催
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賛
成
多
数
で
全
議
案
を

　
　
　原
案
ど
お
り
承
認

　
当
Ｊ
Ａ
は
６
月
27
日
、
グ
ラ
ン
ド

サ
ン
ピ
ア
八
戸
で
、
第
15
回
通
常
総

代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
代
本
人

出
席
81
人
、
書
面
に
よ
る
議
決
権
行

使
者
３
８
８
人
、
合
計
４
６
９
人
の

総
代
過
半
数
の
出
席
に
よ
り
、
総
代

会
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
水
越
善
一
組
合
長
は「
昨
今
の
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
で
は
、
世
界
情
勢

の
緊
迫
な
ど
に
よ
り
、
食
料
安
定
供

給
の
リ
ス
ク
が
現
実
の
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
輸
入
食
品
の
高
騰
に
加

え
、
農
業
分
野
に
お
い
て
も
、
燃
料
・

原
材
料
、
配
合
飼
料
な
ど
の
生
産
資

材
が
高
騰
し
、
生
産
現
場
の
厳
し
さ

は
増
し
て
お
り
、
安
定
生
産
、
営
農

継
続
に
支
障
を
き
た
し
か
ね
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
合
併
以
来
、
健
全
経
営

の
た
め
に
自
己
資
本
の
増
強
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
か

ら
は
農
産
物
の
販
売
金
額
に
応
じ
た

利
用
増
資
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
高
齢
化
や
離
農
に
よ
る

脱
退
で
の
出
資
金
の
減
少
傾
向
は
続

い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
施
設
や
設
備
の
更
新
等
、

将
来
の
リ
ス
ク
に
備
え
る
為
、
剰
余

金
を
確
保
し
、
内
部
留
保
の
積
み
増

し
を
進
め
、
組
合
員
資
本
の
充
実
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
令
和
５
年
度
は

剰
余
金
を
確
保
で
き
た
も
の
の
、
貸

倒
引
当
金
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
を

下
回
る
結
果
と
な
っ
た
事
か
ら
、
組

合
員
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
は
、
大

変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
出
資
配

当
は
見
送
ら
せ
て
い
た
だ
く
事
と
い

た
し
ま
し
た
。
改
め
て
気
を
引
き
締

め
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
期
待
に
沿

え
る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
、
当
Ｊ
Ａ
は
第
５
次

中
期
３
カ
年
計
画
の
最
終
年
度
と
な

り
ま
す
。
自
己
改
革
に
つ
い
て
は
、

基
本
目
標
で
あ
る「
農
業
者
の
所
得
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の

活
性
化
」の
実
現
に
向
け
、「
農
業
・

地
域
に
と
っ
て
、
Ｊ
Ａ
は
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
」
で
あ
る
と
の
強

い
信
念
を
持
ち
、「
不
断
の
自
己
改

革
」の
取
り
組
み
を
数
値
化
し
た
自
己

改
革
工
程
表
を
も
と
に
、
進
捗
管
理

を
行
い
、
組
合
員
・
地
域
の
営
農
と
く

ら
し
を
最
大
限
支
援
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
の
皆
様
と
も
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
組
合

員
・
地
域
の
皆
様
と
共
に
歩
む
、
必

要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
、
訪
問
活
動
を
積
極
的
に
展
開

し
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
展
や
施
設
の
老
朽
化
へ

の
対
応
と
し
て
、
施
設
と
店
舗
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
継
続
し
て

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
田
子
地
区
の
大
坊
和
民

氏
を
選
任
し
、
議
事
を
進
行
し
ま
し

た
。
令
和
５
年
度
剰
余
金
処
分
案
及

び
事
業
報
告
の
承
認
に
つ
い
て
、
令
和

６
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
な

ど
、
９
つ
の
議
案
が
賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
決
算

は
、
当
期
剰
余
金
１
億
３
２
２
２
万

円
を
計
上
。
前
期
繰
越
剰
余
金
な
ど

を
合
わ
せ
た
当
期
未
処
分
剰
余
金
は

７
億
１
０
１
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
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賛
成
多
数
で
全
議
案
を

　
　
　原
案
ど
お
り
承
認

　
当
Ｊ
Ａ
は
６
月
27
日
、
グ
ラ
ン
ド

サ
ン
ピ
ア
八
戸
で
、
第
15
回
通
常
総

代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
代
本
人

出
席
81
人
、
書
面
に
よ
る
議
決
権
行

使
者
３
８
８
人
、
合
計
４
６
９
人
の

総
代
過
半
数
の
出
席
に
よ
り
、
総
代

会
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
水
越
善
一
組
合
長
は「
昨
今
の
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
で
は
、
世
界
情
勢

の
緊
迫
な
ど
に
よ
り
、
食
料
安
定
供

給
の
リ
ス
ク
が
現
実
の
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
輸
入
食
品
の
高
騰
に
加

え
、
農
業
分
野
に
お
い
て
も
、
燃
料
・

原
材
料
、
配
合
飼
料
な
ど
の
生
産
資

材
が
高
騰
し
、
生
産
現
場
の
厳
し
さ

は
増
し
て
お
り
、
安
定
生
産
、
営
農

継
続
に
支
障
を
き
た
し
か
ね
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
合
併
以
来
、
健
全
経
営

の
た
め
に
自
己
資
本
の
増
強
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
か

ら
は
農
産
物
の
販
売
金
額
に
応
じ
た

利
用
増
資
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
高
齢
化
や
離
農
に
よ
る

脱
退
で
の
出
資
金
の
減
少
傾
向
は
続

い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
施
設
や
設
備
の
更
新
等
、

将
来
の
リ
ス
ク
に
備
え
る
為
、
剰
余

金
を
確
保
し
、
内
部
留
保
の
積
み
増

し
を
進
め
、
組
合
員
資
本
の
充
実
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
令
和
５
年
度
は

剰
余
金
を
確
保
で
き
た
も
の
の
、
貸

倒
引
当
金
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
を

下
回
る
結
果
と
な
っ
た
事
か
ら
、
組

合
員
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
は
、
大

変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
出
資
配

当
は
見
送
ら
せ
て
い
た
だ
く
事
と
い

た
し
ま
し
た
。
改
め
て
気
を
引
き
締

め
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
期
待
に
沿

え
る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
、
当
Ｊ
Ａ
は
第
５
次

中
期
３
カ
年
計
画
の
最
終
年
度
と
な

り
ま
す
。
自
己
改
革
に
つ
い
て
は
、

基
本
目
標
で
あ
る「
農
業
者
の
所
得
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の

活
性
化
」の
実
現
に
向
け
、「
農
業
・

地
域
に
と
っ
て
、
Ｊ
Ａ
は
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
」
で
あ
る
と
の
強

い
信
念
を
持
ち
、「
不
断
の
自
己
改

革
」の
取
り
組
み
を
数
値
化
し
た
自
己

改
革
工
程
表
を
も
と
に
、
進
捗
管
理

を
行
い
、
組
合
員
・
地
域
の
営
農
と
く

ら
し
を
最
大
限
支
援
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
の
皆
様
と
も
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
組
合

員
・
地
域
の
皆
様
と
共
に
歩
む
、
必

要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
、
訪
問
活
動
を
積
極
的
に
展
開

し
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
展
や
施
設
の
老
朽
化
へ

の
対
応
と
し
て
、
施
設
と
店
舗
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
継
続
し
て

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
田
子
地
区
の
大
坊
和
民

氏
を
選
任
し
、
議
事
を
進
行
し
ま
し

た
。
令
和
５
年
度
剰
余
金
処
分
案
及

び
事
業
報
告
の
承
認
に
つ
い
て
、
令
和

６
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
な

ど
、
９
つ
の
議
案
が
賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
決
算

は
、
当
期
剰
余
金
１
億
３
２
２
２
万

円
を
計
上
。
前
期
繰
越
剰
余
金
な
ど

を
合
わ
せ
た
当
期
未
処
分
剰
余
金
は

７
億
１
０
１
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
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▲ あいさつをする水越組合長

▲ イチゴを収穫する塾生

▲ ニンニクの保存について学ぶ塾生

▲ 短冊を掲げる塾生

▲ あいさつをする熊谷市長
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『
三
八
地
域
の
農
業
』
魅
力
発
見
！

学
ぼ
う
！ 

触
れ
よ
う
！ 

楽
し
も
う
！

令和
６年度

　
八
戸
市
農
業
経
営
振
興
セ
ン
タ
ー

で
開
校
式
を
行
い
、
塾
長
の
水
越
善

一
組
合
長
は「
こ
の
キ
ッ
ズ
あ
ぐ
り
塾

で
、
野
菜
を
収
穫
し
、
保
護
者
の
方
々

と
一
緒
に
料
理
を
し
て
食
べ
る
こ
と

で
、
野
菜
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て

も
ら
い
、
野
菜
の
生
長
を
確
認
し
な

が
ら
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に
野
菜
の
先

生
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
八
戸
市
の
熊
谷
雄
一
市
長
は「
皆
さ

ん
が
キ
ッ
ズ
あ
ぐ
り
塾
に
参
加
し
て

く
れ
た
こ
と
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
野
菜
作
り
の
経
験
を
し
な
が

ら
、
農
業
や
食
の
大
切
さ
を
学
ん
で

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と

述
べ
ま
し
た
。

　
八
戸
市
農
業
経
営
振
興
セ
ン
タ
ー

の
幸
田
洋
平
技
査
が
講
師
を
務
め
、

三
八
地
域
の
天
気
や
野
菜
、
八
戸
市

の
伝
統
野
菜
で
あ
る
「
食
用
菊
」
や

「
糠
塚
き
ゅ
う
り
」
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

　
講
習
の
後
は
外
に
出
て
、
ニ
ン
ニ

ク
を
乾
燥
さ
せ
る
倉
庫
と
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
の
栽
培
ハ
ウ
ス
を
見
学
。
ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
値
段
を
例
に
、
収

入
な
ど
の
ク
イ
ズ
が
出
さ
れ
、
塾
生

た
ち
は
元
気
よ
く
答
え
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
夏
秋
イ
チ
ゴ
と
春
イ
チ
ゴ

の
収
穫
体
験
を
行
い
、
ハ
ウ
ス
の
中

の
色
鮮
や
か
な
イ
チ
ゴ
に
目
を
輝
か
せ

て
収
穫
し
て
い
き
、
試
食
し
た
塾
生
た

ち
は「
酸
っ
ぱ
い
」「
甘
い
」
な
ど
味
の

違
い
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

　
収
穫
体
験
の
後
に
は
ち
ゃ
ぐ
り
ん

の
授
業
を
行
い
、
新
人
職
員
３
人
が

先
生
を
務
め
、（
一
社
）家
の
光
協
会

が
出
版
し
て
い
る「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」を

用
い
た
ク
イ
ズ
を
出
題
。「
ジ
ャ
ガ
イ

モ
は
種
を
植
え
る
。
○
か×

か
」「
オ

ナ
モ
ミ
は
ど
ち
ら
か
」「
ス
イ
カ
の
水
分

量
は
90
％
か
50
％
か
」な
ど
の
ほ
か
、

お
い
し
い
バ
ナ
ナ
は
ど
ち
ら
か
、
と

い
う
二
択
問
題
で
は
、
鮮
や
か
な
黄

色
の
バ
ナ
ナ
に
対
し
、
シ
ュ
ガ
ー
ス

ポ
ッ
ト（
黒
い
斑
点
）の
バ
ナ
ナ
の
写
真

を
見
た
瞬
間
、「
こ
っ
ち
だ
こ
っ
ち
！
」

と
即
答
。
教
室
内
が
笑
い
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
七
夕
が
近
い
た
め
、
最
後
に

全
員
で
短
冊
に
願
い
事
を
書
い
て
発

表
し
ま
し
た
。

　
授
業
の
後
、
全
員
で
感
想
文
を
書

き
ま
し
た
。
塾
生
た
ち
は「
初
め
て
ニ

ン
ニ
ク
の
乾
燥
庫
が
見
ら
れ
て
嬉
し

か
っ
た
」「
イ
チ
ゴ
が
と
て
も
美
味
し

く
、
収
穫
が
楽
し
か
っ
た
」と
述
べ
ま

し
た
。

　
キ
ッ
ズ
あ
ぐ
り
塾
で
は
、
野
菜

の
収
穫
や
料
理
教
室
、
ち
ゃ
ぐ
り

ん
の
授
業
を
12
月
ま
で
４
回
行
う

予
定
で
す
。

開
　校
　式

収
穫
体
験

　
Ｊ
Ａ
は
６
月
29
日
、
三
八
地
域
の
農
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
次
世
代
に
向
け
て
活
動
を
行
う
た
め
、
今
年
度
も
八
戸
市
と
連
携
し
て
、

三
八
地
域
の
主
力
品
種
や
八
戸
伝
統
野
菜
「
食
用
菊
」
や
「
糠
塚
き
ゅ
う
り
」
を
学
び
、
農
業
の
大
切
さ
、
楽
し
さ
を
体
験
す
る
た
め
に
、
令
和

６
年
度
Ｊ
Ａ
八
戸
キ
ッ
ズ
あ
ぐ
り
塾
を
開
校
し
ま
し
た
。

　
八
戸
市
在
住
の
小
学
生
の
児
童
13
人
が
参
加
し
、
今
年
入
組
し
た
職
員
３
人
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
農
作
業
を
体
験

し
ま
し
た
。

あ
ぐ
り
塾
開
校

キ

Ｊ
Ａ
八
戸

ズ
ッ

ち
ゃ
ぐ
り
ん
の
授
業

感
　
　想



▲ あいさつをする水越組合長

▲ イチゴを収穫する塾生

▲ ニンニクの保存について学ぶ塾生

▲ 短冊を掲げる塾生

▲ あいさつをする熊谷市長
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『
三
八
地
域
の
農
業
』
魅
力
発
見
！

学
ぼ
う
！ 

触
れ
よ
う
！ 

楽
し
も
う
！

令和
６年度

　
八
戸
市
農
業
経
営
振
興
セ
ン
タ
ー

で
開
校
式
を
行
い
、
塾
長
の
水
越
善

一
組
合
長
は「
こ
の
キ
ッ
ズ
あ
ぐ
り
塾

で
、
野
菜
を
収
穫
し
、
保
護
者
の
方
々

と
一
緒
に
料
理
を
し
て
食
べ
る
こ
と

で
、
野
菜
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て

も
ら
い
、
野
菜
の
生
長
を
確
認
し
な

が
ら
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に
野
菜
の
先

生
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
八
戸
市
の
熊
谷
雄
一
市
長
は「
皆
さ

ん
が
キ
ッ
ズ
あ
ぐ
り
塾
に
参
加
し
て

く
れ
た
こ
と
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
野
菜
作
り
の
経
験
を
し
な
が

ら
、
農
業
や
食
の
大
切
さ
を
学
ん
で

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と

述
べ
ま
し
た
。

　
八
戸
市
農
業
経
営
振
興
セ
ン
タ
ー

の
幸
田
洋
平
技
査
が
講
師
を
務
め
、

三
八
地
域
の
天
気
や
野
菜
、
八
戸
市

の
伝
統
野
菜
で
あ
る
「
食
用
菊
」
や

「
糠
塚
き
ゅ
う
り
」
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

　
講
習
の
後
は
外
に
出
て
、
ニ
ン
ニ

ク
を
乾
燥
さ
せ
る
倉
庫
と
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
の
栽
培
ハ
ウ
ス
を
見
学
。
ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
値
段
を
例
に
、
収

入
な
ど
の
ク
イ
ズ
が
出
さ
れ
、
塾
生

た
ち
は
元
気
よ
く
答
え
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
夏
秋
イ
チ
ゴ
と
春
イ
チ
ゴ

の
収
穫
体
験
を
行
い
、
ハ
ウ
ス
の
中

の
色
鮮
や
か
な
イ
チ
ゴ
に
目
を
輝
か
せ

て
収
穫
し
て
い
き
、
試
食
し
た
塾
生
た

ち
は「
酸
っ
ぱ
い
」「
甘
い
」
な
ど
味
の

違
い
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

　
収
穫
体
験
の
後
に
は
ち
ゃ
ぐ
り
ん

の
授
業
を
行
い
、
新
人
職
員
３
人
が

先
生
を
務
め
、（
一
社
）家
の
光
協
会

が
出
版
し
て
い
る「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」を

用
い
た
ク
イ
ズ
を
出
題
。「
ジ
ャ
ガ
イ

モ
は
種
を
植
え
る
。
○
か×

か
」「
オ

ナ
モ
ミ
は
ど
ち
ら
か
」「
ス
イ
カ
の
水
分

量
は
90
％
か
50
％
か
」な
ど
の
ほ
か
、

お
い
し
い
バ
ナ
ナ
は
ど
ち
ら
か
、
と

い
う
二
択
問
題
で
は
、
鮮
や
か
な
黄

色
の
バ
ナ
ナ
に
対
し
、
シ
ュ
ガ
ー
ス

ポ
ッ
ト（
黒
い
斑
点
）の
バ
ナ
ナ
の
写
真

を
見
た
瞬
間
、「
こ
っ
ち
だ
こ
っ
ち
！
」

と
即
答
。
教
室
内
が
笑
い
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
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近
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た
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員
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に
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し
た
。
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た
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イ
チ
ゴ
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も
美
味
し

く
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収
穫
が
楽
し
か
っ
た
」と
述
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ま

し
た
。
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ッ
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り

ん
の
授
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月
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４
回
行
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予
定
で
す
。

開
　校
　式

収
穫
体
験
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６
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携
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などおまかせください。
修 理

購 入 車 検
自賠責共済自動車共済

自動車共済については、取扱していない代理店もございますので、各代理店にお問い合わせください。

Ｊ
Ａ
八
戸
自
動
車
・
自
賠
責
共
済
代
理
店
令
和
５
年
度
実
績
報
告 

及
び

令
和
６
年
度
事
業
目
標
推
進
大
会
開
催

代 　 理 　 店 　 名
久慈自動車工業㈱
㈱中村自動車
㈱工藤
東北重工㈱

0178 －28 －0431
0178 －82 －3104
0178 －82 －2351
0178 －20 －3993

下 長

電 話 番 号 取扱支店

代 　 理 　 店 　 名 電 話 番 号 取扱支店

倉 石

㈱ぱるじゃサービス　川内整備センター

㈲自販コイズミ
福富㈱中村自動車整備工場
川守田自動車販売

下 長マルショウ自動車 0178 －23 －2706
0178 －62 －6611
0178 －32 －6226
0178 －77 －2666
0178 －68 －2055

代 　 理 　 店 　 名 電 話 番 号 取扱支店
㈱田中自動車整備工場
日向自動車整備工場
小沢商会

0178 －78 －2188 
0178 －78 －3003
0178 －78 －2747

倉 石

㈲小﨑自動車整備工場 0178 －78 －3030

代 　 理 　 店 　 名 電 話 番 号 取扱支店
沖田自動車 
㈲椛沢モーター商会 
工藤自動車整備工場
三戸オートガーデン㈲澤田自動車

0179 －34 －2148
0178 －76 －2404
0178 －38 －9488
0179 －34 －3145

三 戸

㈲浅坂モータース 0178 －84 －4141
㈱ぱるじゃサービス　名川整備センター 0178 －76 －2219

代 　 理 　 店 　 名 電 話 番 号 取扱支店
豊川自動車整備工場
斉藤自動車整備工場
小笠原精輪舎 

0179 －22 －1317
0179 －23 －6669
0179 －22 －2002

三 戸

代 　 理 　 店 　 名 電 話 番 号 取扱支店
㈲宮木モータース 
㈲松本ホンダ販売
上村農芸社 
三戸マイカーセンター 

0179 －32 －2268
0179 －32 －2167
0179 －33 －1048
0179 －32 －2289

三 戸

八
戸
市

五
戸
町

新
郷
村

南

部

町

田
子
町

三
戸
町

　
開
会
に
あ
た
り
、
木
村
照
男
信
用
・

共
済
担
当
常
務
は
、「
令
和
５
年
度
は
、

代
理
店
扱
自
動
車
・
自
賠
責
共
済
の

目
標
件
数
を
大
き
く
上
回
る
素
晴
ら

し
い
実
績
を
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
目
標
達
成
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
６

年
度
も
相
互
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

組
合
員
・
利
用
者
の
信
頼
と
期
待
に

応
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
述
べ
ま
し

た
。

　
令
和
５
年
度
実
績
報
告
で
は
、
活

動
及
び
実
績
報
告
の
ほ
か
、
自
動
車
・

自
賠
責
契
約
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

結
果
を
報
告
し
、
各
賞
を
代
表
し
て

Ｊ
Ａ
八
戸
組
合
長
賞
に
輝
い
た
㈲
自

販
コ
イ
ズ
ミ（
五
戸
町
）と
日
向
自
動

車
整
備
工
場（
新
郷
村
）に
表
彰
を
行

い
、
賞
状
と
記
念
品
目
録
の
授
与
を

行
い
ま
し
た
。

　
令
和
6
年
度
事
業
目
標
推
進
大
会

で
は
、
活
動
計
画
及
び
自
動
車
・
自

賠
責
共
済
の
目
標
確
認
を
行
い
ま
し

た
。

　
終
了
後
、
情
報
交
換
会
を
開
き
、

共
済
代
理
店
は
自
動
車
整
備
業
の
取

り
巻
く
環
境
変
化
へ
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
か
な
ど
、
日
頃
感
じ
て
い
る

こ
と
を
相
互
に
情
報
共
有
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
に
対
し
て
の
意
見
・
要

望
等
も
あ
り
、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
令
和
6
年
度
に
お
い
て
も
共
済
代

理
店
と
情
報
共
有
及
び
実
績
検
討
会

を
実
施
し
な
が
ら
、
活
動
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
通
じ
て
地
域
社
会
に

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
八
戸
は
６
月
７
日
、
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
ア
ー
バ
ン

ホ
ー
ル
で
Ｊ
Ａ
八
戸
自
動
車
・
自
賠
責
共
済
代
理
店
令
和
５
年
度

実
績
報
告
及
び
令
和
６
年
度
事
業
目
標
推
進
大
会
を
開
催
し
、

共
済
代
理
店
・
全
共
連
青
森
県
本
部
・
Ｊ
Ａ
八
戸
役
職
員
ら
19
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

▲ あいさつをする木村常務

▲ 表彰を受けた代理店の代表者
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ＪＡ八戸自動車・自賠責共済代理店のご案内
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▲ あいさつをする木村常務

▲ 表彰を受けた代理店の代表者
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ＪＡ八戸自動車・自賠責共済代理店のご案内
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▲  奉納を行う尾形理事

　５月28日、田子町の八坂神社境内にある豊受

神社にて、奉納祭礼を行いました。

　合併前から毎年行われる当行事で、尾形憲男

理事、市村文子理事、舘義富監事のほか、三戸

基幹支店の職員２人が参加しました。

　田子町管内の農作物や女性部手作りのよもぎ

餅をお供えして、食を祀る豊受神社に対し、

昨年までの安泰へ感謝するとともに、今年一年

の無病息災や豊作をお祈りしました。

▲  初競りの様子

　高級サクランボ品種ジュノハートの初競りが
６月18日、八戸市中央卸売市場で行われ、競り人
の威勢の良い掛け声とともに、赤く艶やかなジュノ
ハートが次々と競り落とされました。
　水越善一組合長は挨拶の中で「このジュノハート
と呼ばれる品種はどこまで大きくなるだろうと
感じた。一人でも多くの方に広まっていただけれ
ば」と述べました。
　青森県で生まれ、大きいハート形の果実と高い
糖度が特徴のジュノハート。この日は同品種43箱
と、ジュノハートの中でも４Ｌサイズ以上で着色
のいいハートビート10箱が並び、このうちの５Ｌ
サイズの１箱に、50万円の値が付きました。

▲  携帯型端末機の活用について学ぶ職員

　共済部は６月12日と18日、上長本店にて建物
査定にかかる携帯型端末機帯同研修会を４班に
分けて開催し、ＬＡ（ライフアドバイザー）、スマ
イルサポーターを中心とした職員48人が参加しま
した。
　本研修は、不正請求を防止するなどのコンプライ
アンス強化の一環として、携帯型端末機を使用
した損害調査、位置情報を活用した査定・審査の
強化により、迅速・適正な共済金支払を実現する
ことを目的としています。
　携帯型端末機での損害調査方法を学んだほか、
実際の建物を前に、写真撮影を行う際の留意事項
を確認しました。

▲  来店者に注意を呼びかける警察署職員（右）

　振込詐欺の被害に遭わないよう、五戸警察署

の職員による啓発活動が６月14日、五戸支店で

行われました。

　令和５年の被害額は全国で約450億円となり、

年々増加傾向にあるなか、警察署職員は「詐欺

は、人の欲望と焦りを的確に突いてきます。

社会情勢に便乗して手口がますます巧妙化して

いるので、一人で悩まず、親族・知人・警察に

相談してください」と来店者へ呼びかけました。
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▲  出荷規格の説明を受ける生産者

　ピーマン専門部五戸支部は６月26日、五戸町
管内の生産者圃場で栽培講習会と目揃会を行い、
生産者23人が参加しました。
　講習会では、県民局の木下貴之主幹が講師を
務め、主に整枝や誘引の注意点、乾燥や大雨後の
対策、追肥のタイミングや病害虫の予防防除など
について説明しました。
　目揃会ではＪＡ職員による出荷規格や品質基準
の確認を行い、色身をきちんと見極め、形状や
曲がりなど、見た目に応じた選別について説明し
ました。また、虫食いやハリの無いものは出荷
できないこと、異物の混入に十分注意すること
などを呼びかけました。

▲  にんにくの掘り取り作業の様子

　ＪＡ八戸では県の委託業務として、社会福祉施設と
連携し、人手不足に悩む農業者と、障がい者の就労を
支援する福祉事業者をマッチングする「チャレンジ
農福」に取り組んでいます。
　６月20日、ワンストップ窓口を通じて「グッジョブ
妙光園」の施設利用者へ農福連携を依頼。施設利用者
と支援員あわせて５人が参加し、五戸町の芦名洋平さん
の圃場でにんにくの掘り取り作業を行いました。
　本取り組みは、農業者の農業経営を発展させていくと
ともに、障がい者の社会参画を実現することを目的と
しています。令和４年度から始まり、徐々に取り組み
が拡大しています。今年は、ピーマンやごぼうなどの
各種作業においても、マッチングを進めていきます。
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南部支店　優績店舗表彰受賞
　令和６年５月の優績店舗は南部支店が「ＪＡカー

ド獲得が１位」そのほか「個人貯金、年金新規、給与

振込はすべて２位」と全般にわたり各項目で上位を

独占し総合で72ポイントを獲得。みごと月間ＭＶＰに

輝きました。南部支店についても令和６年４月から

貯金為替業務に特化した店舗となっておりますが、

管内では三戸支店に次いで貯金残高と年金の口座数

が多い支店となっております。三橋淳哉支店長は

「４月に下長支店から着任しました。以前旧名川支店では大変お世話になりました。今の南部

支店は「旧福地地区、旧南部地区、旧名川地区」

３地区の統合によるエリア拡大により、お陰様で

各種お取り扱いの件数も増加しております。４月

から当支店も業務効率化による体制の見直しにより

職員は減っておりますが、丁寧な対応を心掛けて

参りますので今後ともよろしくお願いいたします」

と語っていただきました。

▲  支店長自らお客様対応

▲  貯金窓口による対応の様子
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女性部  田子支部

　女性部は６月15日、上長本店職員駐車場で今年
初めての軽トラ市を開催しました。
　新鮮な野菜や果物、花、手作りかばんなどを積んだ
軽トラックがずらりと並び、来場者と女性部との活気
のあるやりとりで、会場は大いに賑わいました。
　来場者は「新鮮な野菜や花を普段よりもとても安い
価格で買うことができた。女性部の方々もとても
親切に接してくれて、楽しく買い物ができた」と話し
ました。
　部員たちは、栽培した野菜やお米などを持ち寄り、
八戸こども宅食「おすそわけ便」に提供しました。

軽トラ市開催

　田子支部は６月13日、田子町立田子小学校で農業ふれあい
教室を開き、４年生の児童25人と、植付作業を行いました。
　トウモロコシやミニカボチャ、ズッキーニなどの苗を植え、
普段あまり目にする機会がない野菜の苗を見て、児童たちは
驚きの声を上げていました。
　マルチに穴を空け、苗が倒れないよう気を配りながら、
一本ずつ丁寧に苗を植え、液肥を混ぜた水で灌水作業を行い
ました。
　児童は「失敗したりもしたが、気持ちを込めて作業ができた」
「ポップコーンの苗が紫色で驚いた」「土が一気に水を吸収して
いてすごいと思った」と話しました。

田子小学校　農業ふれあい教室

女性部

　新郷地区は６月11日、新郷村立新郷小学校でふれあい農園
を開き、３年生の児童12人と豆類の植付作業を行いました。
　児童は「穴に種を２つずつ置いていって」「種が埋まるくら
い指で押して植えないと、芽が出ないよ」など、アドバイスを
もらい、手順を確認しながら枝豆、茶豆、白大豆を播種したり、
落花生の苗の植え付けを行いました。その後、防鳥テープを
全員で圃場に張り、鳥に食べられない為の工夫を学びました。
　児童たちは「大きく育つのが楽しみ」「初めて豆を植えて楽し
かったので大人になっても植えてみたい」と話しました。
　この日植えた豆は、夏は枝豆、秋には大豆として収穫し、
女性部と一緒に調理実習を行う予定です。

新郷小学校ふれあい農園

女性部  五戸支部新郷地区

固定資産の売却について

１．売却条件　　（１）処分予定金額以上で入札した最高額者に売却いたします。
　　　　　　　　（２）現状売却とし、係る一切の費用は全額買い受け者負担といたします。
　　　　　　　　（３）売却価格決定の日から30日以内に売却代金を納入するものといたします。

２．募集期間　　令和６年８月１日（木）～令和６年９月30日（月）午後３時まで
３．申 込 先　　ＪＡ八戸　各支店
４．申込方法　　希望者は各支店に備え付けの「申込書」に必要事項をご記入の上、身分証（写）を添付し

お申し込みください。
後日、希望者へご連絡させていただきます。

５．参加資格　　組合員および員外
６．そ の 他　　物件確認および詳細についてのお問い合わせは、企画管理課まで連絡ください。
　　　　　　　　（ＴＥＬ：0178－70－7711）
７．売却物件

下記により固定資産を売却します。

330.5㎡
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八戸市豊崎町字下七崎65－1

八戸市妙字桶屋平10－1

八戸市是川字番屋19－2

八戸市南郷市野沢字家口山17－1　他１筆

八戸市南郷市野沢字市野沢55－4　他２筆

八戸市南郷市野沢字家口山16－1

　　　　〃

八戸市南郷市野沢字家口山14－3
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八戸市南郷中野字大久保15－4
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Report
活動リポート

女性部  田子支部

　女性部は６月15日、上長本店職員駐車場で今年
初めての軽トラ市を開催しました。
　新鮮な野菜や果物、花、手作りかばんなどを積んだ
軽トラックがずらりと並び、来場者と女性部との活気
のあるやりとりで、会場は大いに賑わいました。
　来場者は「新鮮な野菜や花を普段よりもとても安い
価格で買うことができた。女性部の方々もとても
親切に接してくれて、楽しく買い物ができた」と話し
ました。
　部員たちは、栽培した野菜やお米などを持ち寄り、
八戸こども宅食「おすそわけ便」に提供しました。

軽トラ市開催

　田子支部は６月13日、田子町立田子小学校で農業ふれあい
教室を開き、４年生の児童25人と、植付作業を行いました。
　トウモロコシやミニカボチャ、ズッキーニなどの苗を植え、
普段あまり目にする機会がない野菜の苗を見て、児童たちは
驚きの声を上げていました。
　マルチに穴を空け、苗が倒れないよう気を配りながら、
一本ずつ丁寧に苗を植え、液肥を混ぜた水で灌水作業を行い
ました。
　児童は「失敗したりもしたが、気持ちを込めて作業ができた」
「ポップコーンの苗が紫色で驚いた」「土が一気に水を吸収して
いてすごいと思った」と話しました。

田子小学校　農業ふれあい教室

女性部

　新郷地区は６月11日、新郷村立新郷小学校でふれあい農園
を開き、３年生の児童12人と豆類の植付作業を行いました。
　児童は「穴に種を２つずつ置いていって」「種が埋まるくら
い指で押して植えないと、芽が出ないよ」など、アドバイスを
もらい、手順を確認しながら枝豆、茶豆、白大豆を播種したり、
落花生の苗の植え付けを行いました。その後、防鳥テープを
全員で圃場に張り、鳥に食べられない為の工夫を学びました。
　児童たちは「大きく育つのが楽しみ」「初めて豆を植えて楽し
かったので大人になっても植えてみたい」と話しました。
　この日植えた豆は、夏は枝豆、秋には大豆として収穫し、
女性部と一緒に調理実習を行う予定です。

新郷小学校ふれあい農園

女性部  五戸支部新郷地区

固定資産の売却について

１．売却条件　　（１）処分予定金額以上で入札した最高額者に売却いたします。
　　　　　　　　（２）現状売却とし、係る一切の費用は全額買い受け者負担といたします。
　　　　　　　　（３）売却価格決定の日から30日以内に売却代金を納入するものといたします。

２．募集期間　　令和６年８月１日（木）～令和６年９月30日（月）午後３時まで
３．申 込 先　　ＪＡ八戸　各支店
４．申込方法　　希望者は各支店に備え付けの「申込書」に必要事項をご記入の上、身分証（写）を添付し

お申し込みください。
後日、希望者へご連絡させていただきます。

５．参加資格　　組合員および員外
６．そ の 他　　物件確認および詳細についてのお問い合わせは、企画管理課まで連絡ください。
　　　　　　　　（ＴＥＬ：0178－70－7711）
７．売却物件

下記により固定資産を売却します。

330.5㎡

13,194.7㎡

140.6㎡

1,609.9㎡

245.4㎡

357.6㎡

1,879.9㎡

725.5㎡

1,815.2㎡

1,553.6㎡

1,378.1㎡

214.5㎡

1,159.3㎡

66.0㎡

132.0㎡

135.3㎡

659.0㎡

177.5㎡

350.7㎡

643.5㎡

573.9㎡

728.8㎡
2,403.7㎡
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八戸市是川字番屋19－2
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八戸市南郷市野沢字市野沢55－4　他２筆

八戸市南郷市野沢字家口山16－1

　　　　〃

八戸市南郷市野沢字家口山14－3

　　　　〃

八戸市南郷中野字大久保15－4

五戸町古舘脇2－4　他１筆

五戸町倉石又重字上谷地7－1

五戸町倉石又重字上谷地7－1　他２筆

　　　　〃
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八戸市�引字上川原3－11

八戸市�引字上川原3－11　他１筆

五戸町字蛯川村12
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八戸市�引字上川原1－1　他６筆

五戸町字博労町4－1
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『軟腐病・葉先枯れの対策』
・根から病原菌の侵入を防ぐため降雨直後や高温時に機械培土を行わないようにしましょう。
・滞水は軟腐病の発生要因の一つです。排水対策を行いましょう。
『黄色斑紋病斑の対策』
・お盆過ぎから発生が多くなる『黄色斑紋病斑』軽減のため、計画的に遅れないよう収穫を行いましょう。
・定植後80日を目途に『ストロングバランス（40㎏/10ａ）』を施用し発生の軽減に努めましょう。

３ ね　　ぎ　…… 今後の管理のポイント ……

・近年、紅色根腐病・黒腐菌核病による被害が散見されております。未熟有機物の施用や連作によるもの
と思われますので、緑肥栽培等を行い輪作体系と土づくりをしっかり行いましょう。

・植付け前講習会を８月上旬に開催いたします。種子の管理、ほ場選定、土作りと施肥等の説明となり
ますので、できるだけ出席いただくようお願いします。

２ にんにく

　気温が高いと害虫の動きが活発化するため、予防防除を徹底しましょう。
　また、ほ場内やほ場周辺の除草を行い、病害虫防除のためきれいに管理しましょう。

４ ご ぼ う

・わき芽・摘葉を随時行いましょう。特に６段花房開花以降のわき芽は伸張が早く、草勢の低下、着果
不良などの原因になりますので早めに取りましょう。

・灰色かび病を中心に防除を行いましょう。枯葉や黄色葉は灰色かび病の発生原因となりますので随時
摘葉しましょう。

６ ミニトマト

・梅雨明後、気温の急上昇により芯焼けを起こす場合がありますので注意しましょう。
・生育促進と芯焼け防止のため、気温が上がる前にかん水チューブを活用し充分かん水を行いましょう。
・『アイスバリア/500倍』を摘心するまでに２～３回散布し、保水力を高め芯焼けや葉の萎れを軽減する
ように努め生育促進を図りましょう。

８ きゅうり　…… 摘心までの管理のポイント ……

・病害虫発生予防のため、内側に密生した枝を欠き風通しを良くしましょう。
・気温が上がるとタバコガ類が発生します。発生初期の防除に努めましょう。
・乾燥が続くとハダニが発生するので、発生初期の防除に努めましょう。
・草勢低下を防ぐため適期収穫（Ｌ・Ｍ）での収穫に努めましょう。

７ ピーマン　…… 病害虫の発生に注意 ……

・30℃以上の高温が続くと通常のかん水では水分不足になりやすくなります。１回あたりの水量を多くし
ても吸収量は比例して増えないため、かん水回数を増やしてください。

・トマトトーンの早い処理は（２開花前）３花以降の着果が悪くなるので適期に処理しましょう。適期処理
のタイミングは５段花房以降３～４番花開花始めです。

・トマトトーン処理による糸葉の発生を防止しましょう。トマトトーンが生長点に飛散すると糸葉が発生
します。上向き噴霧の場合は生長点への飛散に注意してください。

５ ト マ ト

・現在、気温が高く乾燥した状況であり、今後の天気予想も高温傾向となっておりますので、かん水でき
るように準備しましょう。

・また、アブラムシ、アザミウマ類の発生も早まっており、発生数も多いと思われますので、防除を徹底
し良品質生産に努めましょう。

９ さやいんげん（スーパーステイヤー）

・収穫の終わったほ場については速やかに片付けをし、病害虫被害拡散を防ぎましょう。
・秋取り用ほ場へは、十分な給水をしましょう。
・秋取り播種がまだの方は、早く種蒔きをしましょう。

10 キヌサヤ・スナップ

・平年に比べ気温が高い予想です。高温の場合、多発芽が予想されますので一本仕立てにしましょう。
・高温の場合、ハダニ類の発生が多くなり減収します。発生した場合は早期に防除しましょう。
・集中豪雨による滞水で品質低下が予想されますので、排水路を設置しておきましょう。
・丸いもの生産は種作りから始めなければなりません。興味のある方は早めに各営農センターまでご相談
ください。

11 丸 い も

　７月中旬以降花芽分化が進むので早めに摘果を行いましょう（5.5～７頂芽に１果を目安）。また収穫時
300ｇ以下になる小玉果実は８月10日頃の横径：約６㎝以下、８月20日頃の横径：約７㎝以下であるため、
この基準を目安に摘果しましょう。

２ ゼネラル・レクラーク

　収穫後は被覆資材をできるだけ早く片付け、礼肥を標準施肥量の20％程度を基準に施しましょう。
　また、収穫後に次年度の花芽形成が始まるので、健全な葉を保つとともに、不要な徒長枝を除去し樹冠
内部を明るくしましょう。

４ さくらんぼ

　硬核期が終了し、果実肥大に差が見られる時期です。随時園地を見回り、変形果や病害虫の被害果、
品質不良化などを摘果しましょう。また、新梢伸長や葉色を観察し、樹勢が弱いと判断された場合も摘果
しましょう。せん孔細菌病については、春型枝病斑が多いと６～７月中旬までの新梢葉の発病が多く、
重要な伝染源になるので、速やかに枝ごと切り取って処分しましょう。

３ 桃

　気温が高く日差しの強い時期なので熱中症やハウス管理に注意しましょう。盆用の菊類の収穫が始まり
ます。高温時の採花を避けつつ、適期切り前での収穫を心掛けましょう。また、遮光し過ぎると花が小さ
くなりますのでご注意ください。高温が続くとハダニやアブラムシが発生し、低温が続くと白サビ病が
発生しやすくなります。よく観察し定期的な薬剤散布をお願いいたします。カンパニュラの来年開花の
苗の注文時期です。ハウスの有効利用と春先の収入源になります。作付けをご検討ください。（定植：10月
上旬、開花：４月～６月）

花　　き

　気温が高くなり始める時期にはコガ類やアブラムシ、コガネムシ等が増えるので早めの防除をしましょ
う。ほ場周辺の雑草等を処理することで虫害の発生を減らすことができます。除草剤を適切に使用し、
ほ場をきれいな状態に保ちましょう。また、前作で病虫害が多発したほ場では早い時期から病虫が発生
し、対応が遅れると蔓延する可能性が高いので早期の予防防除に努めましょう。発生傾向や有効薬剤など
の詳細については講習会資料にてご確認ください。

１ ながいも

野　　菜

果　　樹

　散布間隔は15日以上空けないようにし、散布予定日に降雨が予想される時は、事前散布に徹しましょう。
〇長雨対策
・薬剤散布後の長雨対策として、展着剤アビオンE1000倍の加用散布を検討しましょう。
〇褐斑病対策
・前年に発生が多かった園地や冷涼な気候が続く場合は、７月半ば又は７月末の基準薬剤にオンリーワン
フロアブル2000倍も足して使用しましょう。

１ り ん ご 　…… 病害虫防除関係 ……

◆サマーエンジェル
　収穫は８月中旬です。満開後日数（105日
程度）を目安に、着色面積40～60％程度の
果実を収穫しましょう。着色面積が80％以上
では糖度が高く食味良好ですが、日持ち
性が劣ります。追熟により軟化し、果実全体
が着色する品種です。高温期の収穫で樹上
での軟化も早いので注意しましょう。

５ プ ラ ム

※今年度は生育が早まっているので収穫遅れのないように注意しましょう！

着色40％ 着色60％ 着色80％

熱中症に注意して作業を行いましょう

営農情報 栽培インフォメーション 営農情報 栽培インフォメーション
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『軟腐病・葉先枯れの対策』
・根から病原菌の侵入を防ぐため降雨直後や高温時に機械培土を行わないようにしましょう。
・滞水は軟腐病の発生要因の一つです。排水対策を行いましょう。
『黄色斑紋病斑の対策』
・お盆過ぎから発生が多くなる『黄色斑紋病斑』軽減のため、計画的に遅れないよう収穫を行いましょう。
・定植後80日を目途に『ストロングバランス（40㎏/10ａ）』を施用し発生の軽減に努めましょう。

３ ね　　ぎ　…… 今後の管理のポイント ……

・近年、紅色根腐病・黒腐菌核病による被害が散見されております。未熟有機物の施用や連作によるもの
と思われますので、緑肥栽培等を行い輪作体系と土づくりをしっかり行いましょう。

・植付け前講習会を８月上旬に開催いたします。種子の管理、ほ場選定、土作りと施肥等の説明となり
ますので、できるだけ出席いただくようお願いします。

２ にんにく

　気温が高いと害虫の動きが活発化するため、予防防除を徹底しましょう。
　また、ほ場内やほ場周辺の除草を行い、病害虫防除のためきれいに管理しましょう。

４ ご ぼ う

・わき芽・摘葉を随時行いましょう。特に６段花房開花以降のわき芽は伸張が早く、草勢の低下、着果
不良などの原因になりますので早めに取りましょう。

・灰色かび病を中心に防除を行いましょう。枯葉や黄色葉は灰色かび病の発生原因となりますので随時
摘葉しましょう。

６ ミニトマト

・梅雨明後、気温の急上昇により芯焼けを起こす場合がありますので注意しましょう。
・生育促進と芯焼け防止のため、気温が上がる前にかん水チューブを活用し充分かん水を行いましょう。
・『アイスバリア/500倍』を摘心するまでに２～３回散布し、保水力を高め芯焼けや葉の萎れを軽減する
ように努め生育促進を図りましょう。

８ きゅうり　…… 摘心までの管理のポイント ……

・病害虫発生予防のため、内側に密生した枝を欠き風通しを良くしましょう。
・気温が上がるとタバコガ類が発生します。発生初期の防除に努めましょう。
・乾燥が続くとハダニが発生するので、発生初期の防除に努めましょう。
・草勢低下を防ぐため適期収穫（Ｌ・Ｍ）での収穫に努めましょう。

７ ピーマン　…… 病害虫の発生に注意 ……

・30℃以上の高温が続くと通常のかん水では水分不足になりやすくなります。１回あたりの水量を多くし
ても吸収量は比例して増えないため、かん水回数を増やしてください。

・トマトトーンの早い処理は（２開花前）３花以降の着果が悪くなるので適期に処理しましょう。適期処理
のタイミングは５段花房以降３～４番花開花始めです。

・トマトトーン処理による糸葉の発生を防止しましょう。トマトトーンが生長点に飛散すると糸葉が発生
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１ り ん ご 　…… 病害虫防除関係 ……
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が着色する品種です。高温期の収穫で樹上
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着色40％ 着色60％ 着色80％
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営農情報 栽培インフォメーション 営農情報 栽培インフォメーション
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職 　 　 員
（ 準 職 員 含 む ）

貯 　 　 金

Ｊ Ａ の す が た
令和６年６月末現在

貸 出 金
長期共済保有高

出 資 金

組 合 員 数

役 　 　 員

購買品供給高

販売品販売高

理事会だより

296人

333億円
3,302億円
31.0億円
（令和５年度）

85.0億円
（令和５年度）

正 ９，７８７人
准  ４，６４８人
計 １４，４３５人

27人

934億円
35.2億円

定例理事会（６／27開催）

案　　件

議案第１号　行政庁提出用業務報告書について

議案第２号　理事の報酬配分について

議案第３号　総代選挙にかかる管理者及び立
会人の指名について

議案第４号　農産物販売仮渡金の支払いに
ついて

議案第５号　農産物販売予約金単価設定に
ついて

報告事項

第　１　号　組合員の加入及び脱退等について

第　２　号　監事の報酬配分について

第　３　号　監事監査報告書について

第　４　号　内部監査報告書について

第　５　号　令和５年度部会組織助成金使途
報告について

第　６　号　マネー・ローンダリング等の
防止にかかる対応状況について

第　７　号　マネー・ローンダリング資金
供与対策に係る報告について

第　８　号　ＪＡ八戸共済大樹の会設置要領
の廃止について

第　９　号　委員会報告について

第　10　号　各部の事業実績並びに業務報告
について

第　11　号　常勤役員・参事の主要行事出席
と行事予定について

JAカレンダー８

定価 629円（税込）

ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！

定価 629円（税込）

ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！

・第14回 光熱費の節約にも
　補助金でおトクに
　省エネリフォーム
・今日も明日もおかげさんで
　第16回 すくすく育つ夏野菜に元気をもらいます
・〈手芸〉収納力抜群！ポケットたっぷりカフェエプロン

〈特集〉疲れにバイバイ
夏ばてしない体と心を
つくる毎日の習慣

　年々体の疲れが取れなくなり、おまけに心ま
で？「運動」「食事」「メンタル」の３つの面から
のメンテナンス術を紹介。

酷暑トラブルの解決策！

福田流！お悩みレスキュー
真夏の家庭菜園Ｑ＆Ａ

得する・役に立つ・元気が出る「家の光」８月号のご紹介

August

1617

1
木
●ご葬儀事前相談窓口（三戸グリーンセンター）
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

2
金 ●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）
3
土
4
日
5
月
6
火
7
水
8
木
●ご葬儀事前相談窓口（南部グリーンセンター）
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

9
金
●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）
●ＪＡ－ＳＳの日キャンペーン

10
土
●山の日
●女性部軽トラ市（上長本店職員駐車場）

11
日
12
月 ●振替休日

13
火
14
水
15
木
16
金

17
土 ●ローン相談会（下長支店、倉石支店、三戸支店）

18
日
19
月
20
火
21
水
●ご葬儀事前相談窓口（三戸支店）
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

22
木

23
金
●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）
●廃プラ回収日（名川出荷場）

24
土
25
日

27
火
28
水
●ご葬儀事前相談窓口（南部支店）
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）
●定例理事会（営農経済本部）

29
木

30
金 ●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

31
土

26
月 ●廃プラ回収日（名川出荷場）

　日本農業新聞をご購読いただき、誠にありがとうございます。
　昨今の物価高や資源価格の高騰等により、日本農業新聞の
購読料につきまして、令和６年８月から下記のとおり改定させ
ていただくこととなりました。
　何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。
改定月………… 令和６年８月分の購読料から
改定額（紙版）… 新価格（税込）3,100円
　　　　　　　現価格（税込）2,623円
※電子版につきましては、価格改定はございません。（月額2,403円）

軽トラックの荷台をお店の代わりに地元の新鮮な野菜・果物・
お菓子・生花・加工品などＪＡ八戸管内の
魅力を集めたにぎやかな
市場です

ＪＡ八戸  総務課  ＴＥＬ．０１７８－７０－７７１１  ＦＡＸ．０１７８－７０－７７１６
軽トラ市に関するお問い合わせ

 

会場：ＪＡ八戸職員駐車場（八戸駅西口）

午前７時～午前８時30分
８月11日（日）

午前７時～午前８時30分
９月21日（土）

午前７時～午前８時30分
10月26日（土）

午前７時～午前８時30分
11月16日（土）

※エコバッグをご持参ください。
※天候などの状況によっては時間の変更（短縮）等及び中止となる
場合がございます。

Ｊ
Ａ
八
戸
女
性
部

Ｊ
Ａ
八
戸
女
性
部

新
鮮
野
菜 ●薬王堂 三条クリニック様

　●ローソン●

西口内科様●

●八戸合同庁舎

●トヨタレンタリース青森様

●三条小学校

株式会社アーネストワン様　　　　　
　　　　●

さんじょう保育園様●
マエダストア三条店●

八戸駅
（西口入口）

会場

至 六戸

至 

八
戸
中
心
街

至 

田
面
木
・
三
戸

至 

五
戸

ＪＡ八戸本店

 

軽トラ市ＪＡ八戸

女性部

日本農業新聞購読料  改定のお知らせ

●上長支店 11：30～12：30　●階上支店 12：00～13：00
●五戸支店 12：30～13：30　●南部支店 12：30～13：30

支店の昼休業時間のお知らせ
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支店の昼休業時間のお知らせ
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　サルスベリですが、中国
原産だと知りました。自宅
でも毎年花を咲かせてくれ
ています。

八戸市上野（Ｓさん）

　熊の出没が増えているの
で、いざという時の備えを
していますが、遭遇したく
ないですね。

埼玉県比企（Ｔさん）

　実家が黒石市のリンゴ
農家で、広報誌６月号の
リンゴの木の様子を見て
懐かしく思いました。

八戸市尻内（Ｍさん）

　八菜館で広報誌を読み
ました。農業の大切さを
思い知らされます。印刷も
きれいで読みやすいです。

八戸市尻内（Ｍさん）

　大好きな落花生を植えま
した。収穫して茹でて食べ
るのが楽しみです。

新郷村戸来（Ｕさん）

　急に温度が上がっている
ので、熱中症には気を付け
ましょう！

田子町原（Ｍさん）

　軽トラ市、にぎやかな
雰囲気で毎年楽しみにして
います。

八戸市尻内（Ｋさん）

編集後記

　7月は梅雨が明け、七夕や
夏休みなど、子ども達にとっ
て嬉しい行事が盛りだくさ
ん。本格的な夏の到来とな
りますが、クーラーの無い
我が家では、７月はじめには
扇風機を各部屋に置いてい
ます。皆様も猛暑への備え
は万全に。○や

　広報誌６月号「令和５年度ＪＡ
八戸各部門顕彰・表彰」において、
標記もれがございましたので、
次のように訂正してお詫び申し
上げます。

「令和５年度ＪＡ八戸各部門顕彰・表彰」
「職員認証試験　上級内部監査士」
・梨子　哲裕

訂正とお詫び

　ハガキに「クロスワード」の答えを書いて、どしどしご応募ください。
　正解者の中から抽選でグリーンセンター・ＪＡ農産物直売所・
㈱ぱるじゃサービス各給油所・Ａコープ店で使用できる商品券
1,000円分を５名様に差し上げます。
　ＪＡや本誌に対するご意見・ご感想もお待ちしております。

クロスワードの答えの応募方法クロスワードの答えの応募方法

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E
「サルスベリ」

郵 便 は が き

●
答
え
　
○
○
○
○
○

●
郵
便
番
号

●
住
所

●
氏
名
・
年
齢

●
電
話
番
号

●
本
誌
へ
の
意
見
・
感
想

  

な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

青
森
県
八
戸
市
大
字

　
尻
内
町
字
内
矢
沢
２
番
地
５

Ｊ
Ａ
八
戸

　
　 

総
務
課
行

０３９ １１０１

クロスワードを解いて、Ａ→Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

※ご応募いただいた皆さまの個人
情報は、「皆様のお声」コーナー
でのご紹介及び、クイズ当選者
への賞品発送にのみ、使用させ
ていただきます。
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※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。
※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。

賞品の発送をもって当選
発表とさせていただきます。

６月号の当選者
おめでとう
ございます

（出題）ニコリ

クロスワード

頭の体操

　

８月20日の
消印まで有効

しめ切り

タテのカギ ヨコのカギ

情報　
掲示板

土令和６年８月17日

ローン相談会
農家組合員以外の方でも是非ご相談ください！！

平日はお忙しいお客様と土曜日にご相談させていただきます。
ご予約のない方もお気軽にご来場くださいませ。

『ＪＡとのお取引はこれから』というお客様もお気軽にどうぞ!! 

○Cよりぞう

下長中
○文

至
階
上
町

至おいらせ町

会場

●ドコモショップ下長

デープロ●

ユニバース●

●
トヨタカローラ八戸

下長支店

ガソリンスタンド
●下長小○文

45

〈下長支店〉
ＴＥＬ：0178－20－1391
住　所：八戸市大字河原木字河原木後10

■ローン相談会のお問い合わせはお気軽にこちらまで
〈倉石支店〉
ＴＥＬ：0178－77－2051
住　所：五戸町大字倉石中市字上ミ平19－1

〈三戸支店〉
ＴＥＬ：0179－22－3311
住　所：三戸町大字川守田字大明地22－1

会場ご案内図 会場ご案内図 会場ご案内図
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郵便局
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　　ＪＡ八戸
　　旧倉石グリーンセンター

五
戸
川

倉石支店

会場

●㈲豊川酒店

至南部町

熊原川

六日町バス停
　　　　　●

クドウ時計店●

●おの理容所

至
田
子
町

●
楽々整体院

45

45

会場

三戸支店

開催日

午前９時～正午時　間

皆様のお声
皆 様 か ら 頂 い た
ご意見・ご感想を
ご紹介いたします

６月号のクロスワードの答え

詳しい内容はＪＡ八戸ホームページをご覧ください。
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その他詳細

募 集 職 種

採用予定人数

応 募 資 格

５名程度

総合職
・金融・共済・購買部門の営業活動および窓口業務
・組合員の営農活動援助と農業生産力の維持・向上を
　図る業務

令和６年９月10日（火）必着

① 第一次選考　筆記試験（基礎能力試験、適性試験、作文）
② 第二次選考　面接試験（第一次選考合格者に対して面接試験を行います）

（１）高校を卒業または令和７年３月卒業見込みの者で、平成16年４月２日
から平成19年４月１日までに誕生した者。

（２）原則として令和７年３月末までに普通自動車運転免許を取得する見込み
の者。

応募方法、採用試験および選考方法など詳しい募集事項は、
ＪＡ八戸ホームページをご覧ください。
ホームページアドレス  http://www.ja-hachinohe.or.jp/

令和７年度（2025年度）ＪＡ八戸職員募集

応 募 締 切

採用試験および
選 考 方 法

お問い合わせ

募 集 職 種
採用予定人数

応 募 資 格

３名
○農業機械・自動車・フォークリフトサービススタッフ
　・農業機械・自動車・フォークリフトおよび関連商品の修理・点検
○給油所サービススタッフ
　・燃料油の販売、スタンドサービス作業全般およびスタンド用品の販売
令和６年７月20日（土）以降随時
① 第一次選考　筆記試験（基礎能力、適性検査、作文）、面接試験
　 令和６年８月５日（月）以降随時

（１）大学・短期大学（修学２年以上の専門学校を含む）を令和７年３月卒業
見込みの者。または、卒業後３年以内の者。

（２）原則として令和７年３月末までに普通自動車運転免許（ＡＴ不可）を取得
する見込みの者。

高卒の方も随時受付しております。最寄りのスタンド、整備センターもしくは
株式会社ぱるじゃサービス本社総務課までお気軽にお問い合わせください。
ＪＡ八戸グループ　株式会社ぱるじゃサービス
青森県八戸市豊崎町字中村17－1  ＴＥＬ：0178－70－7811  総務課  人事担当  福山

令和７年度（2025年度）
ＪＡ八戸グループ

株式会社ぱるじゃサービス社員募集

応 募 受 付
採用試験および
選 考 方 法

20
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八戸農業協同組合


